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小浪博英 （平成帝京大学教授 ・ 駅前広場専門家）

元 ・ 建設省。 駅前広場の考え方についての研究をしてきた。 現在では、 観光の研究も。 日本では、 なかなか上手な

駅前広場ができていないかもしれないと ・ ・ ・

小林正美 （明治大学理工学部教授 ・ あとちの会顧問）

行政と市民が協働できるよう、街づくりについて全国各地で様々なシャレットワークショップを手がける第一人者。たまたま、

事務所が下北沢にあり 「下北沢フォーラム」 代表、「あとちの会」 顧問に。

陣内秀信 （法政大学デザイン工学部教授）

『都市のルネサンス』 『東京の空間人類学』 『ヴェネツィア』 『イタリア小さなまちの底力』 など著書多数の人気教授。

東京の水辺を楽しむこともテーマにされている。 路地がある小さな街の楽しさ、 魅力を語ってやまない。

初田香成 （東京大学工学系研究科特任助教）

『都市計画家 ・ 石川栄耀　都市探求の軌跡』 （共著） で、 かつて市民広場創出の試みがあったことを究明。 各地での

闇市や駅前市場の再開発など、 シモキタにも関連する興味深い研究をしている。

首藤万千子　（羽根木プレーパーク世話人 ・ （特） プレーパークせたがや運営委員）

全国的にもユニークな活動で名を馳せる （？） 「羽根木プレーパーク」 で世話人を続けている。 「遊びの力ー遊びの

環境づくり 30 年のあゆみとこれから」 （共著） ではこれまでの環境づくりの活動を振り返った。

池田　修　（横浜 ・ＢａｎｋＡＲＴ１９２９代表）

１９２９年建設の旧銀行の建物を拠点に始まった地域政策のプロデューサー。 パフォーマンス、ヴィジュアルアートのみならず、

地域の課題を包括しつつ、 魅惑的なアートの花を咲かせている。

小田急線あとち・駅前広場を考える連続セミナー

＜あとちの会市民案 ・ ひとつの例として＞

今、 下北沢周辺では小田急の工事だけではなくいろいろな場所で工事が行われ、 街全体がざわざわとしています。

この街はどうなるの？　どう変わってしまうの？みんなが少し不安を感じています。 だからこそ、 今が、 未来の街の姿を

考える大きなチャンスです。 わたしたちはこの小田急線跡地について考えることをきっかけに、 新たな街のイメージを

共有し、 区民と行政が協力しあう、 人間尊重のまちづくりを実現させたいと願っています。 自分たちの足元をしっかり

見つめ、 この街の原点を見つめ、 そして、 これから生きて暮らしていく、 シモキタという地域の未来を、少しまじめに

考えたいと思います。 これまで 「あとちの会」 では、世田谷区公募の市民案の作成、学生たちのシャレットワークショップ

支援、目黒線の跡地利用や、 海外での鉄道跡地事例の紹介などを含め、さまざまなセミナーなどをしてきました。

大きく変わる下北沢

【セミナー連絡先】　

小田急線線路跡地を考える会（あとちの会）事務局　　http://atochi.net/   　mail ： info@atochi.net　 　℡： 03-5430-6963 
［あとちの会 ・ａｎｎｅｘ］ での勉強会もしています。 よかったら、 お仲間にぜひ！ （事務局 ・ 高橋）

第１回　　駅前広場の可能性を考える

１０月４日（日）　６：３０ｐｍ～８：３０ｐｍ　会場　北沢タウンホール　１１階研修室
交通接点としての役割と、下北沢らしさ、街の楽しみとどのように折り合いをつけることが出来るでしょうか。駅前広場の
専門家と皆さんと一緒に考えましょう。

小浪博英 （平成帝京大学教授 ・ 駅前広場専門家）
小林正美 （明治大学理工学部教授 ・ あとちの会顧問）

第２回　　広場の楽しみ～海外の事例などから未来を考える　

１１月２２日（日）　６：００ｐｍ～８：３０ｐｍ　会場　北沢タウンホール　３階会議室　　

市民のための広場は、 イタリアなど海外では、どんな使われ方がされているでしょうか。 路地と広場がある文化について
豊富な事例をご紹介していただきましょう。 また、 日本にもあった広場の試みや、 駅前市場がどのように開発されたのか、
過去を振り返りつつ、 未来を考えましょう。

陣内秀信 （法政大学デザイン工学部教授）
初田香成 （東京大学工学系研究科特任助教）

第３回　　どう使っていこうか考えよう、駅前広場と「あとち」

１２月１２日（土）       ６：３０ｐｍ～８：３０ｐｍ　会場　北沢タウンホール　１１階研修室
駅前や 「あとち」 に広場ができたら、 どんなことができるでしょうか？　これまで何もないところから、 様々な活動を
創り上げてきた市民活動などのお話を伺いながら、 考えてみましょう。

首藤万千子　（羽根木プレーパーク世話人 ・ （特） プレーパークせたがや運営委員）
池田　修　 　（横浜 ・ＢａｎｋＡＲＴ１９２９代表）

現在工事が進んでいる小田急線地下化によって創出される 「あとち＝上部」 は、 下北沢の街を大きく変えます。
「あとち」 をどのように利用したらいいのでしょうか？ 「小田急線あとちを考える会 （あとちの会）」 では、 ０８年より
セミナーやワークショップを重ね、 世田谷区の公募にも市民案を応募してきました。 世田谷区は、 この秋には
上部利用中間案を発表とのこと。 いよいよ、 より具体的にあとち ・ 駅前広場をどう使っていくのか、 市民が夢の
ある使い方を積極的に考えていきたいものです。　これまでの活動は、ＨＰをご覧ください。  http://atochi.net/

『　　　　　　　　 』 ってなに？

http://atochi.net/


